
機械器具５１　医療用嘴管及び体液誘導管
管理医療機器　　間欠泌尿器用カテーテル　（36125000）

ＤＩＢマイセルフカテーテル（A）

【形状・構造及び原理等】

【使用方法等】
未使用時の消毒

＜形状＞( 代表図 )
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●カテーテル

●ＤＩＢキャップ

（代表例）

12Fr

サイズ
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●フレキシフック

●ケース
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認証番号　20900BZZ00472000＊2017 年 7月（第 5版）（新記載要領に基づく改訂）

マーカー

消毒液適量の目やすケース蓋

コネクター

カテーテルチューブ

DIBキャップ

下記の一覧表は弊社規格品の仕様である。特注品については、
個包装に記載された規格を参照すること。

医師から処方された消毒液をケースに入れる。
DIB キャップのフタを開ける。
ケースにカテーテルを差し込む。
カテーテルチューブの内腔に消毒液が上がっているの
を確認し、DIB キャップのフタを閉じる。
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（男性用）ペニスを体に対して直角になるように保持し、
亀頭の尿道口から、外側に向かってラセンを描くよう
に消毒する。

（女性用）小陰唇を広げ、尿道口から下向きに消毒する。
消毒液が入ったケースから、DIB キャップ付きカテー
テルを取り出し、カテーテルチューブにゼリーを付け
る。
清潔な利き手で、鉛筆を握るようにカテーテルを持つ。

（男性用）反対の手でペニスを固定し、カテーテルを
16 ～ 20cm ほど、ゆっくりと挿入する。

（女性用）反対の手で小陰唇を開き、カテーテルを 4 ～
6cm ほど、ゆっくりと挿入する。
※無理に挿入しないこと。
DIB キャップのフタを開けて排尿する。
片方の手で下腹部を圧迫して、尿を出し切る。
排尿後、DIB キャップのフタを閉めて、カテーテルを
ゆっくり抜く。
DIB キャップのフタを開けて、水道水でカテーテルの
内腔と外側を洗い流す。
カテーテルを消毒液の入ったケースに入れ、コネクター
の奥まで差し込み、DIB キャップのフタを閉じる。
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９．・カテーテルチューブ：シリコーンゴム
・ケース：ポリエチレン
・ケース蓋：着色シリコーンゴム
・DIB キャップ：着色ポリプロピレン、鋼板、磁石、
　　　　　　　   エポキシ樹脂塗料
・フレキシフック被覆材：塩化ビニル

＜原理＞
カテーテルを膀胱に挿入して導尿する。尿はカテーテルの内
腔を通り、ＤＩＢキャップのフタを開けて排出する。

【使用目的又は効果】
排尿障害の尿路管理として尿道経由にて膀胱に挿入したうえ
で、間欠的導尿をする自己導尿用カテーテルとして用いる。
本品は、未消毒につき、消毒した上で使用する。

使用前の準備
フレキシフックを使ってケースを掛けておく。
※本書裏面の”■取扱い”の”●ケース”参照。
手指を洗浄するか、消毒綿でよく拭く。
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使用方法
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＊＊【禁忌・禁止】
MRI 検査を行う際は本品を検査室へ持ち込まないこと。

［MRI 装置への吸着や、やけど等の恐れがあるため。］



＜使用方法に関連する使用上の注意＞

■取扱い

●ケース
（フレキシフック使用例）

フレシキフックを曲げて、
ケースに巻き付けて使用す
る。フレキシフックをかけ
る場所がない場合にはケー
ス蓋を使用すること。

●ＤＩＢキャップ
漏れないことを確認する。
保管時はポッチにソデをは
め込んで固定する。

・

・

・

＜重要な基本的注意＞
【使用上の注意】

【保守・点検に係る事項】

【保管方法及び有効期間等】

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】
＜製造販売業者＞
株式会社　塚田メディカル・リサーチ　
　　　　　　　TＥL：０２６８－７２－５３７０

【販売業者】
株式会社　ディヴインターナショナル　
　　　　　　　TＥL：０３－５６８４－５６８４

（ケース蓋使用例）

ポッチ

ソデ

この溝まで
カテーテルの
コネクター部を
差し込む。

ケースフック

本品を挿入するときにカテーテルチューブの先端部付近を持
たないこと。
膀胱痛、尿道痛、尿の混濁、血液の混ざり等があった場合
は必ず医師に報告し、その指示に従うこと。
カテーテルの挿入・抜去の確認をきちんと行い、無理な挿入・
抜去は行わないこと。

・

・

・
・

・

・

・

・

・

・

本品は、医師の管理下において使用すること。したがって、
使用前に医師の指導を受け、医師の指示にしたがって使用
すること。
本品は未消毒のため、初回は医師の処方による消毒液をケー
スに入れ、カテーテルチューブ部分を消毒してから使用す
る。使用後はカテーテルチューブ部分を消毒液の入ったケー
スに収納し、常時消毒しておくこと。
消毒液及び本品は、医師の指示により交換すること。
使用後は本品を水洗いしてから、消毒液入りケースに戻す
こと。
本品を勝手に改造しないこと。また、刃物などによる傷を
つけないこと。
使用方法や本品に対して疑問がある場合は、必ず医師に相
談すること。
ＤＩＢキャップの開閉部が不潔になった場合、あるいは白
い結晶のようなものが付着した場合は、排尿後に消毒綿等
で拭くこと。
付属品のＤＩＢキャップのフタを閉めた後に、必ず漏れの
ないことを確認すること。（本書の”■取扱い”の”●DIB
キャップ”参照）。
ＤＩＢキャップは磁石を使用しているため、他の医療機器、
時計、磁気カード等、磁気の影響を受けるものには、近づ
けないこと。
クロルヘキシジングルコン酸塩、ヨウ素及び次亜塩素酸ナ
トリウム系の消毒液は使用しないこと。

・

・

・

・

＜保管方法＞
高温多湿、直射日光、塵埃を避け、清潔な場所で保管する
こと。
使用後は消毒液の入ったケースにカテーテルを収納して保
管すること。
＜有効期間＞
製品ラベルに記載されている有効期間欄を参照し、有効期
間を経過したものは使用しないこと。
 ［自己認証（当社データ）による。］
＜使用期間＞
本品の使用は 30 日以内とすること（カテーテルおよびケー
スが汚染、破損した場合には、医師の指示に基づいて交換
すること）。

・

・

・

＜使用者による保守点検事項＞
本品は未消毒につき、消毒液または潤滑剤を添加した消毒
液をケースに入れ、この中にカテーテルを収納して常時消
毒しておくこと。
消毒液にはベンザルコニウム塩化物、ベンゼトニウム塩化
物、カテーテルの挿入時に滑りをよくするための潤滑剤に
は滅菌グリセリンなどがあるが、いずれも医師の処方によ
る。
消毒液は１日１回交換する。

＊

＊＊ ＊＊

＊＊

■使用方法 〈男性用〉

必要な物品を準備する

カテーテルの準備をする
DIB キャップの付いたカテーテルを取り出し、
ゼリーを付けます。

手指を消毒する

尿道口の消毒、及び
カテーテル挿入時には、
鏡を使用し確認しながら
行うとやりやすいです。

尿道口を消毒する
亀頭の尿道口から、外側に向かってラセンを
描くように消毒します。

カテーテルを挿入し排尿する
カテーテルを清潔な利き手で鉛筆を握るように持ち、
16～20cmくらい挿入します。
その後、DIBキャップのフタを開けます。

カテーテルを抜く

ペニスを体に対して
直角になるよう保持します。

ケースに戻す

■使用方法 〈女性用〉

必要な物品を準備する 手指を消毒する
小陰唇を広げ、尿道口から下向きに消毒します。
尿道口を消毒する

カテーテルの準備をする
DIB キャップの付いたカテーテルを取り出し、
ゼリーを付けます。

カテーテルを挿入し排尿する
カテーテルを清潔な利き手で鉛筆を握るように
持ち、4 ～ 6cm くらい挿入します。
その後、DIB キャップのフタを開けます。

片方の手で下腹部を圧迫して
尿を出し切ります。
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54 カテーテルを抜く
排尿後、DIB キャップのフタを閉めゆっくりと
抜きます。

ケースに戻す

6

7

片方の手で下腹部を圧迫して
尿を出し切ります。

DIB キャップのフタを開け
て、水道水でカテーテルの
内腔と外側を洗い流します。
その後、カテーテルを消毒
液の入ったケースに入れ、
コネクターの奥まで差し込
み、DIB キャップのフタを
閉じます。

DIB キャップのフタを開けて、
水道水でカテーテルの内腔と
外側を洗い流します。
その後、カテーテルを消毒液
の入ったケースに入れ、コネ
クターの奥まで差し込み、DIB
キャップのフタを閉じます。

排尿後、DIB キャップのフタを閉めゆっくりと
抜きます。

石けん 消毒綿

ゼリー

カテーテル

ケース

消毒綿

中央から外側へ

拭き方

尿器

石けん

消毒綿 カテーテル

ケースゼリー

尿器

鏡
①② ③

ゼリー

ゼリー

消毒綿

消毒液

消毒液



＜使用方法に関連する使用上の注意＞

■取扱い

●ケース
（フレキシフック使用例）

フレシキフックを曲げて、
ケースに巻き付けて使用す
る。フレキシフックをかけ
る場所がない場合にはケー
ス蓋を使用すること。

●ＤＩＢキャップ
漏れないことを確認する。
保管時はポッチにソデをは
め込んで固定する。
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＜重要な基本的注意＞
【使用上の注意】

【保守・点検に係る事項】

【保管方法及び有効期間等】

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】
＜製造販売業者＞
株式会社　塚田メディカル・リサーチ　
　　　　　　　TＥL：０２６８－７２－５３７０

【販売業者】
株式会社　ディヴインターナショナル　
　　　　　　　TＥL：０３－５６８４－５６８４

（ケース蓋使用例）

ポッチ

ソデ

この溝まで
カテーテルの
コネクター部を
差し込む。

ケースフック

本品を挿入するときにカテーテルチューブの先端部付近を持
たないこと。
膀胱痛、尿道痛、尿の混濁、血液の混ざり等があった場合
は必ず医師に報告し、その指示に従うこと。
カテーテルの挿入・抜去の確認をきちんと行い、無理な挿入・
抜去は行わないこと。
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本品は、医師の管理下において使用すること。したがって、
使用前に医師の指導を受け、医師の指示にしたがって使用
すること。
本品は未消毒のため、初回は医師の処方による消毒液をケー
スに入れ、カテーテルチューブ部分を消毒してから使用す
る。使用後はカテーテルチューブ部分を消毒液の入ったケー
スに収納し、常時消毒しておくこと。
消毒液及び本品は、医師の指示により交換すること。
使用後は本品を水洗いしてから、消毒液入りケースに戻す
こと。
本品を勝手に改造しないこと。また、刃物などによる傷を
つけないこと。
使用方法や本品に対して疑問がある場合は、必ず医師に相
談すること。
ＤＩＢキャップの開閉部が不潔になった場合、あるいは白
い結晶のようなものが付着した場合は、排尿後に消毒綿等
で拭くこと。
付属品のＤＩＢキャップのフタを閉めた後に、必ず漏れの
ないことを確認すること。（本書の”■取扱い”の”●DIB
キャップ”参照）。
ＤＩＢキャップは磁石を使用しているため、他の医療機器、
時計、磁気カード等、磁気の影響を受けるものには、近づ
けないこと。
クロルヘキシジングルコン酸塩、ヨウ素及び次亜塩素酸ナ
トリウム系の消毒液は使用しないこと。
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＜保管方法＞
高温多湿、直射日光、塵埃を避け、清潔な場所で保管する
こと。
使用後は消毒液の入ったケースにカテーテルを収納して保
管すること。
＜有効期間＞
製品ラベルに記載されている有効期間欄を参照し、有効期
間を経過したものは使用しないこと。
 ［自己認証（当社データ）による。］
＜使用期間＞
本品の使用は 30 日以内とすること（カテーテルおよびケー
スが汚染、破損した場合には、医師の指示に基づいて交換
すること）。
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＜使用者による保守点検事項＞
本品は未消毒につき、消毒液または潤滑剤を添加した消毒
液をケースに入れ、この中にカテーテルを収納して常時消
毒しておくこと。
消毒液にはベンザルコニウム塩化物、ベンゼトニウム塩化
物、カテーテルの挿入時に滑りをよくするための潤滑剤に
は滅菌グリセリンなどがあるが、いずれも医師の処方によ
る。
消毒液は１日１回交換する。
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■使用方法 〈男性用〉

必要な物品を準備する

カテーテルの準備をする
DIB キャップの付いたカテーテルを取り出し、
ゼリーを付けます。

手指を消毒する

尿道口の消毒、及び
カテーテル挿入時には、
鏡を使用し確認しながら
行うとやりやすいです。

尿道口を消毒する
亀頭の尿道口から、外側に向かってラセンを
描くように消毒します。

カテーテルを挿入し排尿する
カテーテルを清潔な利き手で鉛筆を握るように持ち、
16～20cmくらい挿入します。
その後、DIBキャップのフタを開けます。

カテーテルを抜く

ペニスを体に対して
直角になるよう保持します。

ケースに戻す

■使用方法 〈女性用〉

必要な物品を準備する 手指を消毒する
小陰唇を広げ、尿道口から下向きに消毒します。
尿道口を消毒する

カテーテルの準備をする
DIB キャップの付いたカテーテルを取り出し、
ゼリーを付けます。

カテーテルを挿入し排尿する
カテーテルを清潔な利き手で鉛筆を握るように
持ち、4 ～ 6cm くらい挿入します。
その後、DIB キャップのフタを開けます。

片方の手で下腹部を圧迫して
尿を出し切ります。
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54 カテーテルを抜く
排尿後、DIB キャップのフタを閉めゆっくりと
抜きます。

ケースに戻す
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片方の手で下腹部を圧迫して
尿を出し切ります。

DIB キャップのフタを開け
て、水道水でカテーテルの
内腔と外側を洗い流します。
その後、カテーテルを消毒
液の入ったケースに入れ、
コネクターの奥まで差し込
み、DIB キャップのフタを
閉じます。

DIB キャップのフタを開けて、
水道水でカテーテルの内腔と
外側を洗い流します。
その後、カテーテルを消毒液
の入ったケースに入れ、コネ
クターの奥まで差し込み、DIB
キャップのフタを閉じます。

排尿後、DIB キャップのフタを閉めゆっくりと
抜きます。

石けん 消毒綿

ゼリー

カテーテル

ケース

消毒綿

中央から外側へ

拭き方

尿器

石けん

消毒綿 カテーテル

ケースゼリー

尿器
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